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工:1992年

改 諺:2004年s 用 途:事務室、会議室、� CPU室、g 
g 	 休憩室、食堂(改修後〉

新開印剃工場、g 
発送梱包窓(己主{事前)s 

所 脊 者:~樹新潟自報社 

議設一級建築士事務所t多設計者:11改g 奇ヅk

襲 改接施工者:1吉本建設(槻
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4本建物は新しい印捌センタ…の建設に伴い不要となった平成 キ竣工の旧新路印綿工場を単語

g し地震時の譲状化対策として鞍殺の高い場所拝ち杭を採)おしてあり、今回の思議変更により

s 
g
。
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部増築も含めニュースセンター(編集・製弥局オフィス)へとコンパージョンしたものである。
@) 当初は新印細工場の隷畿に続くニュ}スセンタ}の建設立ついてはi封印競工場を解体議去しg 

新築する業でスタートした。しかし、新潟日報社の� rOBの方々が心皐を技いで建設し卒業的g 
にも苦しい時期を乗り越えた工場jとの思い入れが強くはたらき、オフィスとして再生されて

塁 いる。� 

3セットの輪転機の義礎を新設柱基礎に利用し、上蔀2多計舗のポイントは、議去した11改審� 

所	

⑬ 
毒事� 吹誌に� 2J替の床を新たに設けオフィススペースとして活用。構造的にi設工場は積載荷重が大き
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g 積載荷重が蕊滅され特段の義体補強はしていない。� 

s 2階の編集局は業務上から{育報化対/;15と余捺のある空馬が必要とされ、� 1500rriのスペ…スを� 
g 20cm高の� OAI去とし床吹出空調により� 4.2mの既存際高のなかで� 3mの天井高を確保レ快適な
g 義務環境を演出している。

g 空調熱i箆を襲撃接地に立地する印刷センター〔夜間にピークが出る〕と共有しているので、

問と夜関にお瓦いの熱負蔀ぜ}クがずれることにより、本蓄熱槽を含め熱議機器の使用効率を

高めると同時に熱謀議容設を大幅に低減している。認のきめの縮かい逼度管理や照明の点灯

税調等を通じた省エネルギ}への取り組みも評錘出来る。今後も設構維持保全に関しては、積

審 誕的な対L与がなされるものと期待出来る。

議� 地域に響著した新開校として、新開制作の磯子をヒ誌から実際に印制されるまでを見学出来

るプランとしたことにより、地元の小中学生、各犠自体、視察間等多くの見学実積があるとの

こと。また建物のリフォームと詰離れるが、撤去された旧輪転機は韓国にて待相馬されている

g との話は喜ばしいことである。� 
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